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【
第
百
五
十
八
回
本
場
所
十
日
～
千
秋
楽
】

４
月
３
０
日
に
十
日
目
と
千
秋
楽
が
開
催

さ
れ
、
６
９
年
の
歴
史
が
あ
る
紙
相
撲
史
上

初
の
３
横
綱
１
大
関
に
よ
る
優
勝
争
い
に
終

止
符
が
打
た
れ
、
大
方
の
予
想
を
覆
し
て
、

横
綱
若
ノ
嶋
が
逆
転
で
４
回
目
の
賜
杯
を
手

に
し
た
。

十
日
目
を
終
え
て
、
千
代
鈴
、
若
ノ
嶋
、

春
ノ
翔
の
３
横
綱
が
９
勝
１
敗
の
横
一
線
で

優
勝
争
い
の
先
頭
に
立
つ
と
い
う
、
こ
れ
も

紙
相
撲
史
上
初
で
千
秋
楽
を
迎
え
、
春
ノ
翔

が
大
神
楽
を
下
し
て
優
勝
決
定
戦
に
駒
を
進

め
る
と
、
結
び
で
若
ノ
嶋
が
千
代
鈴
に
勝
っ

で
「
該
当
者
な
し
」
と
な
っ
た
の
は
、
第
１

４
０
回
以
来
で
２
回
目
の
こ
と
。
上
位
が
強

か
っ
た
と
い
う
証
の
現
わ
れ
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

九
日
目
を
終
え
た
時
点
で
、
横
綱
千
代
鈴

が
た
だ
一
人
９
戦
全
勝
で
優
勝
争
い
の
先
頭

に
立
ち
、
こ
れ
を
横
綱
若
ノ
嶋
、
横
綱
春
ノ

翔
、
大
関
大
神
楽
の
３
人
が
１
敗
で
追
う
展

開
と
な
り
、
優
勝
争
い
は
こ
の
４
力
士
に
絞

ら
れ
、
２
敗
と
な
っ
た
時
点
で
優
勝
争
い
か

ら
脱
落
と
な
る
。

「
こ
ん
な
優
勝
争
い
は
紙
相
撲
６
９
年
の
長

い
歴
史
の
中
で
も
な
か
っ
た
こ
と
だ
よ
。
徳

川
さ
ん
の
時
代
に
も
な
か
っ
た
こ
と
だ
よ
。

紙
相
撲
協
会
創
設
７
０
周
年
に
相
応
し
い
場

所
に
な
っ
た
よ
な
。
」
と
朝
日
松
理
事
長
が

興
奮
げ
に
語
る
。

現
在
、
大
相
撲
は
１
横
綱
１
大
関
だ
が
、

横
綱
照
ノ
富
士
は
怪
我
で
休
場
続
き
、
大
関

貴
景
勝
も
絶
対
的
に
強
い
と
ま
で
い
か
ず
、

平
幕
を
含
め
誰
が
優
勝
す
る
か

わ
か
ら
ず
に
毎
場
所
優
勝
力
士

が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
混
戦
状

況
だ
が
、
今
場
所
の
紙
相
撲
は

本
来
の
番
付
地
位
に
相
応
し
く

横
綱
大
関
が
絶
対
的
な
強
さ
を

誇
っ
て
下
位
を
寄
せ
つ
け
ず
、

横
綱
大
関
で
優
勝
を
争
う
理
想

的
な
展
開
と
な
っ
た
。

九
日
目
か
ら
３
横
綱
１
大
関
の
総
当
た
り
の
対
戦

が
始
ま
り
、
千
代
鈴
が
大
神
楽
に
勝
ち
、
若
ノ
嶋
が

春
ノ
翔
に
勝
っ
て
の
明
け
て
十
日
目
は
千
代
鈴
と
春

ノ
翔
、
若
ノ
嶋
と
大
神
楽
の
対
戦
。

ま
ず
は
若
ノ
嶋
と
大
神
楽
が
土
俵
に
上
が
る
と
、

場
内
か
ら
自
然
と
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。
大
神
楽

は
今
場
所
は
関
脇
以
下
に
は
負
け
な
し
と
絶
好
調
。

「
磯
ノ
海
さ
ん
、
大
神
楽
が
優
勝
し
た
ら
、
来
場
所

は
綱
取
り
だ
よ
！
」
と
朝
日
松
理
事
長
。
も
し
、
大

神
楽
が
横
綱
昇
進
と
な
れ
ば
、
紙
相
撲
史
上
初
の
４

横
綱
と
な
る
。

両
者
の
慎
重
な
仕
切
り
を
見
な
が
ら
「
綿
虱
さ
ん
、

若
ノ
嶋
と
大
神
楽
の
対
戦
成
績
は
若
ノ
嶋
の
６
勝
９

敗
だ
け
ど
、
最
近
は
ど
う
な
の
？
」
と
鹿
賀
乃
戸
親

方
。
「
こ
の
と
こ
ろ
若
ノ
嶋
が
勝
っ
て
て
、
対
戦
成

績
を
詰
め
て
い
る
よ
！
」
と
錦
風
親
方
。

確
か
に
若
ノ
嶋
は
以
前
は
大
神
楽
を
全
く
苦
手
に

し
て
い
た
が
、
最
近
は
４
連
勝
し
て
い
る
。
と
も
に

１
敗
の
両
者
だ
け
に
、
負
け
た
方
が
優
勝
争
い
か
ら

脱
落
と
い
う
一
番
。

行
司
の
軍
配
が
返
り
両

者
五
分
の
立
合
い
だ
っ
た

が
、
こ
こ
か
ら
攻
勢
に
出

る
若
ノ
嶋
が
向
正
面
に
大

神
楽
を
寄
り
立
て
る
も
、

こ
れ
を
左
に
回
っ
て
残
す

大
神
楽
。
磯
ノ
海
親
方
が

終
始
「
押
せ
！
押
せ
！
」

と
大
神
楽
に
声
援
を
送
る

が
、
大
神
楽
は
得
意
の
左

を
差
す
こ
と
が
で
き
ず
、

若
ノ
嶋
が
正
面
に
寄
り
進
む
と
堪
え
き
れ
ず
に
土
俵

を
割
っ
た
。

「
よ
し
！
勝
っ
た
～
！
」
と
錦
風
親
方
。
「
差
せ
な

か
っ
た
か
ぁ
！
」
と
落
胆
の
磯
ノ
海
親
方
。
こ
れ
で

大
神
楽
が
優
勝
争
い
か
ら
脱
落
し
た
。

結
び
は
千
代
鈴
と
春
ノ
翔
の
横
綱
対
決
。
対
戦
成

績
で
は
春
ノ
翔
が
４
勝
２
敗
と
分
が
い
い
。
千
代
鈴

の
師
匠
の
春
日
根
親
方
は
所
用
で
十
日
目
の
取
組
に

は
間
に
合
わ
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
寸
前
の
と

こ
ろ
で
国
技
館
に
到
着
。

「
千
代
の
取
組
に
間
に
合
っ
た
ね
！
」
と
鹿
賀
乃
戸

が
言
う
と
、
「
気
が
気
で
な
い
の
で
、
間
に
合
っ
た

方
が
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
？
」
と
春
日
根
親
方
。

て
、
若
ノ
嶋
と
春
ノ
翔
の
優
勝
決
定
戦
と
な

っ
た
。

過
去
の
対
戦
成
績
が
９
勝
９
敗
と
ま
っ
た

く
互
角
の
若
ノ
嶋
と
春
ノ
翔
に
よ
る
優
勝
決

定
戦
で
、
若
ノ
嶋
が
春
ノ
翔
を
寄
り
切
っ
て
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
今
場
所
の
優
勝
争
い

が
決
着
し
た
。

三
賞
は
、
敢
闘
賞
が
烏
帽
子
岳
（
２
回
目

）
と
大
渡
海
（
初
）
の
２
力
士
、
殊
勲
賞
、
技

能
賞
は
該
当
者
な
し
と
な
っ
た
。
大
渡
海
の

敢
闘
賞
初
受
賞
が
千
秋
楽
取
組
み
前
に
決
ま

り
、
千
秋
楽
に
割
が
組
ま
れ
た
烏
帽
子
岳
と

大
渡
海
の
対
戦
で
、
烏
帽
子
岳
は
勝
て
ば
敢

闘
賞
と
い
う
相
撲
に
勝
っ
て

９
勝
目
を
上
げ
、
２
力
士
の

受
賞
と
な
っ
た
。

今
場
所
は
横
綱
大
関
が
、

若
ノ
嶋
が
関
脇
佐
賀
ノ
海
に

負
け
た
以
外
は
下
位
に
全
勝

し
た
こ
と
で
、
殊
勲
賞
、
技

能
賞
は
該
当
者
な
し
と
な
っ

た
。
三
賞
の
内
、
２
つ
の
賞

優

勝

若
ノ
嶋

十
勝
一
敗

(

４)
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勲
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（
（
該
当
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し
）
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↑ １０勝１敗横綱同士の優勝決定戦は史上初。若ノ嶋は本割り

での勢いそのままに春ノ翔を力強く寄り切った。

↑ 千秋楽結びの一番は１敗で並んだ

千代鈴若ノ嶋の一戦は千代の出足に

圧倒されながらも若嶋が辛勝。

若ノ嶋○(寄り切り)●大神楽


